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　テニス部は、大分県の県立学校の中で唯一人工
芝テニスコートを所有しています。部員数は男子
12名、女子５名で、日々練習に頑張っています。
　男子の目標は、新人戦ベスト８。女子の目標は、
新人戦３ポイント制優勝です。日頃の練習では、
たくさんのOB、OG、保護者の皆さんのサポート
のおかげでテニスに打ち込む環境をつくっていた
だき感謝しています。
　毎日、その日の自分の課題達成に対して精一杯
目の前のボールを追っている毎日です。テニス、
学校生活を通しての人間形成を大事にし、明るく、
謙虚に、前向きに頑張っていきますので応援よろ
しくお願いします。
（表紙の写真と記事で高田高校すべての部活動を紹介していきます。）

大分県立高田高等学校同窓会事務局
〒872-1105 大分県豊後高田市西真玉2281-1 ㈲宗印刷所内
TEL0978-53-4027 FAX0978-53-4889  http://aotaka.net



同
窓
会
報
23
号
に
寄
せ
て

AOTAKA

2

（
14
期
生
）

同
窓
会
長
　
永 

松
　
康 

士

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
又
同
窓

会
賛
助
会
員
の
皆
様
、
ご
健
勝
に

て
日
々
ご
活
躍
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
同
窓
会

並
び
に
母
校
に
対
す
る
暖
か
い
ご

支
援
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

桑
原
前
会
長
の
後
を
受
け
ま
し

て
六
年
目
に
成
り
ま
し
た
。
前
会

長
は
創
立
１
０
０
周
年
の
成
功
と

同
窓
会
の
充
実
に
努
力
さ
れ
ま
し

た
。
お
陰
で
同
窓
会
活
動
も
創
立

１
１
０
周
年
に
向
か
っ
て
順
調
に

航
海
を
続
け
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
さ
て
、
在
京
高
田
高
校
同
窓
会

会
長
に
橋
本
和
生
氏
が
就
任
さ
れ

て
三
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
６
月

11
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
並
び
に

懇
親
会
に
出
席
致
し
ま
し
た
。
総

勢
１
８
０
数
名
の
素
晴
ら
し
い
会

で
し
た
。
前
会
長
の
羽
矢
様
を
始

め
懐
か
し
い
人
々
に
再
会
で
き
、

楽
し
い
一
時
を
皆
様
と
共
に
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
に
は
関
西
同
窓
会
に

出
席
さ
せ
て
頂
き
、
関
西
支
部
総

会
の
総
会
並
び
に
懇
親
会
に
対
し

ま
し
て
も
、
佐
伯
会
長
様
は
じ
め

多
く
の
方
々
に
深
甚
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
部
同
窓
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
も
６
月
10
日
（
土
）
に
１
２
０

数
名
の
会
員
参
加
の
も
と
楽
し
く

開
催
出
来
ま
し
た
。
懇
親
会
に
先

立
ち
、
高
田
高
校
の
吹
奏
楽
部
演

奏
、
空
手
部
演
技
も
あ
り
盛
大
に

楽
し
く
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
高
田
高

校
青
鷹
寮
も
三
年
目
を
迎
え
、
入

寮
生
が
９
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
部
活
動
等
の
合
宿
所

と
し
て
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
本

部
同
窓
会
内
に
青
鷹
寮
運
営
委
員

会
を
昨
年
設
置
し
、
寮
の
運
営
も

順
調
に
進
行
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
田
高
校
青
鷹
寮
の
立
ち
上
げ
に

は
、
前
市
長
・
永
松
博
文
氏
の
大

い
な
る
行
政
手
腕
に
負
う
と
こ
ろ

多
く
あ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
昨
年
度
の
本
部
同
窓

会
活
動
状
況
の
概
略
を
報
告
し
ま

す
。
同
窓
会
会
報
22
号
発
行
、
里

帰
り
講
演
会
、
県
教
育
委
員
会
へ

の
陳
情
、
支
部
と
の
連
携
、
母
校

の
要
望
の
充
実
、
学
校
行
事
へ
の

参
加
、
青
鷹
寮
運
営
等
。

　
末
筆
で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

TAMENARI

有限会社 為成建設
為 成 裕 二

〒879-0603 大分県豊後高田市鼎163番地
Tel:(0978)22-1302 Fax:(0978)24-1100

代表取締役

二級建築士　宅地建物取引士
会　長    近　藤　純　一
社　長    近　藤　成　明

〒879-0601 大分県豊後高田市草地8767
TEL ０９７７－７６－２２８６

有限会社 近藤養蜂場
養蜂ひとすじ１０６年

平成28年度11月10日国立劇場にて
瑞宝小綬賞綬賞出席。
祝賀会では､同窓会・ＰＴＡ ･ロー
タリー母校関係者等にお世話にな
りました。
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る
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校  

長
　 

林
　    

加 

代 

子

こ
の
他
、
豊
後
高
田
の
そ
ば
を
全

国
に
広
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
国
そ
ば
打

ち
甲
子
園
に
出
場
し
た
い
生
徒
を

集
め
、
８
月
下
旬
の
全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
て
、
今
、
豊
後
高
田

市
そ
ば
道
場
で
特
訓
を
受
け
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｖ
や
新
聞
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
生
徒
も
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
４
年
ぶ
り
に
定
員
不
足
に

よ
る
二
次
入
試
を
し
な
い
で
済
ん

だ
の
も
、
計
画
通
り
に
前
述
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
に
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
同
窓
生
の
皆

様
、
地
域
の
方
の
お
陰
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
生
徒
に
充
実
し
た
学
校
生
活
を

保
障
し
、
全
員
の
進
路
希
望
を
達

成
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
の
上
で
郷
土
を
誇
り
に
思

う
生
徒
を
育
成
し
、
選
ば
れ
る
魅

力
あ
る
高
校
と
す
る
た
め
、
微
力

で
す
が
力
の
限
り
努
力
し
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
物
心
両
面
か
ら
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に

「
青
鷹
寮
」
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
様
々
な
面
で
援
助
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
入
寮
生
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
や
本
校

の
魅
力
づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
29
年
３
月
の
卒
業

生
の
進
路
に
つ
い
て
で
す
が
、
入

学
時
点
か
ら
人
数
が
少
な
い
学
年

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
間
よ

く
努
力
し
、
就
職
も
進
学
も
ほ
ぼ

全
員
が
第
１
希
望
の
進
路
先
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
校
は
、

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
指

導
を
行
っ
て
お
り
、
今
春
の
結
果

も
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
県
高
校
総
体
で

は
、
初
め
て
全
種
目
で
優
勝
を
成

し
遂
げ
３
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
し

た
カ
ヌ
ー
男
子
を
始
め
、空
手
道
、

柔
道
、
陸
上
、
水
泳
等
も
活
躍
し

ま
し
た
。
個
人
で
は
カ
ヌ
ー
と
空

手
道
で
計
10
名
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、

１
　
主
体
的
な
学
び
の
促
進
と
将

来
を
見
据
え
た
進
路
希
望
の
実

現
２
　
地
域
に
活
力
を
与
え
、
郷
土

か
ら
学
び
郷
土
を
誇
り
に
思
う

生
徒
の
育
成

３
　
人
権
尊
重
の
意
識
と
規
範
意

識
を
備
え
た
健
や
か
な
心
身
の

育
成

の
３
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
２
番
目
の
目
標
と
大
き
く

関
わ
る
「
豊
後
高
田
市
と
創
る
高

高
（
た
か
こ
う
）
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
変
更
点
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
今

ま
で
２
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
全
員
が
中
津
市
の
ダ
イ
ハ

ツ
九
州
で
実
施
し
て
い
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、
今
年
は
豊
後

高
田
市
の
お
力
も
借
り
、
２
年
生

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
の
生

徒
一
人
一
人
に
興
味
が
あ
る
市
内

の
企
業
を
選
ば
せ
、
12
事
業
所
に

１
〜
３
名
で
体
験
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
１
年
生

は
、
こ
れ
ま
で
も
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
「
地
域
学
」
と
称
し
、

地
域
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
特
に
、
北
九
州
市

立
大
学
地
域
創
生
学
群
の
准
教
授

や
学
生
を
年
数
回
お
招
き
し
、
学

び
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
体
験
活

動
を
通
し
て
深
く
地
域
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

・
・

㈲在永商店
LPガス・キッチン・バス・住設機器・灯油

ア  リ ナ ガ

TEL0978-22-3232  FAX0978-22-4761
ENEOS  ㈲アリナガ石油

宇佐市沖須町1丁目8-2  TEL0978-38-0436

豊後高田市小田原494番地1
代表取締役　在 永　 恵 （昭和55年卒）

鮮魚委託販売・活魚・冷凍・塩干・海老卸売・蒲鉾製造卸売

取 締 役 会 長　桑 原　重 信 （昭和33年卒）
代表取締役社長　桑 原　　 猛 （昭和61年卒）

大分県豊後高田市高田２２４７番地１

TEL（0978）２４－３５００　FAX（0978）２4－３５０４

地方卸売市場
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材
を
育
成
す
る
高
校
へ
と
、
逞

し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
母
校
を
支
え
る
の

は
私
た
ち
同
窓
生
の
使
命
で
は

な
か
ろ
う
か
。
年
に
一
度
の
同

窓
会
総
会
に
て
決
意
を
新
た
に

し
、高
田
高
校
へ
心
か
ら
の
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
！
」 ・
・
・
・
吹

奏
楽
部
の
演
奏
と
空
手
部
の
演

舞
が
素
晴
ら
し
く
、
感
動
的
で

し
た
。こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

追 

憶 

　「
母
校
を
卒
業
し
て
半
世
紀
。

長
い
道
程
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で

辿
り
着
い
た
も
の
だ
。
顧
み
れ

ば
、
ス
タ
ー
ト
地
点
は
高
校
時

代
に
あ
っ
た
。
夢
・
希
望
・
根
性
、

そ
し
て
挫
折
。
毎
日
を
、
精
一

杯
駆
け
抜
け
た
高
田
高
校
で
の

三
年
間
。
そ
れ
こ
そ
が
、
厳
し

い
社
会
を
生
き
る
糧
と
な
り
、

見
果
て
ぬ
夢
の
源
と
な
っ
た
。 

い
ま
、
高
田
高
校
は
未
来
の
人

翔べよ青鷹!翔べよ青鷹!

㈱日興製作所
地域社会のいしずえを築く

国土交通大臣認定
TFBM-130863

国住指第 1091-1号

大分県豊後高田市美和2473-6
TEL 0978(22)3300
FAX 0978(22)3471

E-mail nikko-s@isis.ocn.ne.jp

本社／大分県豊後高田市玉津466-1
TEL0978-24-1817  FAX0978-24-0590

Eメール dai2332@coral.ocn.ne.jp

電気・空調・菅・消防設備　設計・施工・監理

株式
会社大興電設
代表取締役 野 田 洋 二

　

６
月
10
日
（
土
）
母
校
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
担
当
幹
事
は
、
昭
和
44
年
卒
・
21
期
生
で
し
た
。

卒
業
以
来
、
ひ
た
す
ら
頑
張
り
続
け
た
団
塊
の
世
代
。
そ
の
思

い
を
こ
め
て
、
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
お
陰
で
、
懐
か
し

い
友
と
の
再
会
や
新
し
い
出
会
い
、
そ
し
て
母
校
愛
が
深
ま
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

 （
担
当
幹
事 

大
畑
雅
英
） 
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21期生代表 小畑雄嗣君 

☆写真撮影は、渡邉賢一君でした。

山田機械有限
会社

大分県豊後高田市高田2126番地
TEL(0978)22-2754  FAX(0978)24-0794

販 売 部
土木建設（資材・機械）販売
一 般 機 械 修 理
リース &レンタル
機 械 買 受 業

工 事 部
ガードレール工事
ガードパイプ工事
カ ッ タ ー 工 事
門扉・フェンス工事 大きな樹

宮町横丁居酒屋

〒879-0606  豊後高田市宮町863-4  大樹ビル1Ｆ
【ご予約は】 TEL.0978-24-3588 定休日/月曜日

近　藤　洋　介 （S61年卒）
山　田　武　司 （H2年卒）
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（
16
期
生
）

在
京
同
窓
会
副
会
長
　
安
藤
　
一
子

★
支
部
だ
よ
り

在
京
同
窓
会

　
在
京
同
窓
会
が
６
月
11
日（
日
）

に
如
水
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ

「
元
気
じ
ゃ
た
か
ぇ
ー
、
又
会
え

て
良
か
っ
た
な
ー
」
と
あ
ち
こ
ち

で
懐
か
し
い
方
言
の
飛
び
交
う

中
、
１
８
１
名
ほ
ど
の
参
加
者
で

近
年
に
な
い
大
盛
会
の
集
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
28
年

卒
15
名
、
29
年
卒
11
名
の
参
加
で

す
。
在
京
同
窓
会
の
礎
を
築
い
た

方
々
で
「
わ
け
ー
も
ん
に
は
、
負

け
ら
れ
ん
」
気
持
ち
で
参
加
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。
母
校
愛
に
溢

れ
て
い
る
諸
先
輩
の
方
々
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

　
若
い
方
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
卒
業
の
二
人
の
学
生
で

す
。
会
の
継
続
を
考
え
る
と
若
い

人
の
参
加
は
大
変
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

　
ご
来
賓
と
し
て
高
田
か
ら
は
、

林
加
代
子
校
長
先
生
、
永
松
康
士

同
窓
会
長
、在
永
恵
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

清
末
雅
晴
先
生
、
藤
重
深
雪
市
役

所
企
画
情
報
課
長
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
橋
本
和
生
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
続
い
て

の
来
賓
祝
辞
で
は
林
校
長
先
生
か

ら
最
近
の
高
田
高
校
の
状
況
、
文

武
両
道
で
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
達

の
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

永
松
会
長
か
ら
は
、
本
部
同
窓
会

の
様
子
な
ど
軽
妙
な
語
り
口
で
会

場
を
沸
か
せ
な
が
ら
の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。
藤
重
課
長
か
ら
は
、

最
近
の
高
田
の
話
題
な
ど
を
映
像

に
よ
る
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
大
分
出

身
の
歌
手
桜
井
響
さ
ん
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
参
加
者
の
皆
様

も
一
緒
に
歌
う
楽
し
い
場
面
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
す
。
今
年
の
当
番

幹
事
47
年
卒
か
ら
大
量
の
景
品
の

提
供
が
あ
り
、
市
か
ら
は
荘
園
米

が
送
ら
れ
て
く
る
な
ど
し
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
平
成

卒
の
人
達
に
は
壇
上
に
上
が
っ
て

も
ら
い
占
野
雅
之
さ
ん
（
平
成
13

卒
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
彼
の
軽
妙
な
語
り

く
ち
で
若
者
も
大
い
に
し
ゃ
べ

り
、
こ
れ
で
一
気
に
会
も
若
や
い

で
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
締
め
く
く
り
は
全
員
参

加
の
盆
踊
り
で
す
。
壇
上
に
は
片

田
慶
子
さ
ん
（
昭
和
26
卒
）
な
ど

手
練
れ
の
踊
り
手
が
立
ち
、
輪
が

大
き
く
広
が
り
高
田
の
盆
踊
り
さ

な
が
ら
で
し
た
。

　
最
後
は
当
番
学
年
の
47
年
卒
か

ら
48
年
卒
へ
の
引
継
ぎ
式
で
締
め

く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
６
月
10
日
（
日
）
開
催

で
す
。
今
年
同
様
の
た
く
さ
ん
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平
成
卒
の
若
者
参
加
で

　
　
　
　
盛
大
な
在
京
同
窓
会

19 期生　集合写真

平成卒のメンバ－

懇談風景

 〒872-1105  豊後高田市西真玉2281-1
TEL.0978-53-4027   FAX.0978-53-4889

有限会社 宗印刷所
http://www.sohprint.co.jp/

代表取締役　宗　   勝  文（S53年卒）代表取締役  中 村 慎一郎

住まいのショールーム「パレット」
土・日・祝日も営業しております。

㈱中村建材店㈱中村建材店
TEL.0978-22-2307
〒879-0617 豊後高田市高田2145-1〒879-0617 豊後高田市高田2145-1

お客様、そして地域のために

（H元年卒）
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平
成
28
年
度
関
西
同
窓
会
懇
親
会

を
平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）、Ｊ
Ｒ

尼
崎
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
「
ホ
ッ
プ
イ

ン
」
ア
ミ
ン
グ
で
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
林
加
代
子
校
長
、
在

永
恵
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
永
松
康
士
同
窓

会
会
長
、
今
冨
貴
徳
同
窓
会
事
務
局

長
、
永
松
博
文
市
長
（
当
時
）
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓
を
合

わ
せ
総
勢
70
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
最
初
に
佐
伯
関
西
同
窓
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
祝
辞
で

す
。
永
松
会
長
、
林
校
長
、
永
松
市

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
和
や
か
な
楽
し
い
雰
囲

気
で
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
歓
談
、
来

賓
の
方
々
も
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
高
田
の

方
言
も
と
び
か
い
、
ま
る
で
場
所
が

高
田
に
移
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
定
番
と
な
っ

て
い
る
昭
和
37
年
卒
近
藤
義
人
氏
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
同
窓
生
か
ら
感

嘆
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
草
地
踊
り
、
校
歌
斉
唱
、

そ
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親

会
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
、
２
次

会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
豊
後
高
田
市
観
光
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、

会
場
で
郷
土
特
産
品
販
売
会
を
行
い

ま
し
た
。
懐
か
し
い
も
の
が
多
く
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
私
は
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
や
椎
茸
、
か
ぼ
す
こ
し
ょ
う

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
関
西
同
窓
会
は
10
名
弱
の
世
話
人

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
懇
親

会
は
今
回
で
26
回
目
に
な
り
ま
す
。

年
に
４
回
ほ
ど
世
話
人
会
を
開
き
、

企
画
と
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
昭
和
50
年
卒

以
降
の
同
窓
生
の
参
加
が
少
な
い
こ

と
で
す
。（
こ
の
３
年
で
７
名
、４
名
、

６
名
の
参
加
）
若
手
同
窓
生
の
参
加

を
増
や
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
次
回
は
、
平
成
30
年
１
月
27
日

（
土
）、同
じ
ホ
テ
ル
「
ホ
ッ
プ
イ
ン
」

ア
ミ
ン
グ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
の
皆
様
に
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

関
西
同
窓
会
懇
親
会
開
催

方
言
も
飛
び
交
い
盛
り
上
が
る（

29
期
生
）

田
　
辺
　
英
　
彦

★
支
部
だ
よ
り

関
西
同
窓
会

プラスチックリサイクル〈PETボトル持込受入れ〉

代表取締役  北 　英 一 郎 （S56年卒）
有限会社  九州清和

〒879-0606  豊後高田市玉津302番地2
TEL0978-22-2678  FAX0978-22-2679

e-mail：seiwa@po.d-b.ne.jp
産業廃棄物処分業許可番号 04420152320

㈲東九総合保険事務所
取 締 役　銅　野　喜　一

 （昭和41年卒・第18期生）

損保ジャパン日本興亜㈱・SJNKひまわり生命・第一生命

豊後高田市水取1365番地7

TEL0978-22-4680  FAX0978-22-4617
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★
各
地
区
同
窓
会
よ
り

（
10
期
生
）

藤
　
原
　
駛
　
治

　
昭
和
33
年
に
大

分
県
立
高
田
高
等

学
校
を
卒
業
し
た

人
た
ち
の
喜
寿
を

祝
う
同
窓
会
が
平

成
28
年
10
月
21

日
、
現
高
田
高
等

学
校
同
窓
会
長
の

永
松
康
士
先
生

（
元
高
田
高
校
校

長
）を
お
迎
え
し
、

市
内
御
玉
の
中
之

島
旅
館
で
同
期
生

45
名
が
参
加
し
盛

大
に
ひ
ら
か
れ

た
。

　
記
念
撮
影
後
、

物
故
者
に
黙
祷
、

松
村
幸
典
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ

え
た
名
句
会
で
代

表
世
話
人
の
桑
原

重
信
さ
ん
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
、
ご

来
賓
の
永
松
同
窓

会
長
さ
ん
よ
り
喜
寿
を
祝
う
あ
た

た
か
い
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま

ず
感
動
！

　
つ
づ
い
て
永
松
博
文
豊
後
高
田

市
長
（
同
期
生
）
の
音
頭
で
乾
杯

し
宴
へ
。

　
た
ち
ま
ち
58
年
前
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。
さ
わ
や
か
で
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
懐
か
し
い
青
春
の

思
い
出
、
77
年
過
ご
し
て
き
た
人

生
の
年
輪
を
感
じ
な
が
ら
日
舞
・

カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
等
々
旧
交
を

温
め
た
。

　
最
後
に
安
部
徹
生
さ
ん
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
し
て
会
を
閉
じ
た
。

　
翌
日
は
市
の
観
光
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
昭
和
の
町
、
市
役
所
新
庁

舎
、
中
核
工
業
団
地
を
は
じ
め
海

岸
線
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
風
光

明
媚
で
豊
か
な
自
然
を
満
喫
。

　
最
後
は
〝
豊
後
高
田
市
千
年
の

ひ
か
り
〞
藤
田
晴
一
（
同
期
生
）

写
真
展
を
堪
能
。
キ
ラ
リ
と
光
る

郷
土
の
発
展
を
感
じ
な
が
ら
ま
た

の
再
開
を
誓
い
散
会
し
た
。

　
特
に
今
回
感
じ
た
の
は
、
参
加

者
の
誰
も
が
77
歳
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
元
気
で
若
々
し
く
は
つ
ら
つ

と
ふ
る
ま
う
姿
が
印
象
に
残
っ
た

同
窓
会
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

懐
か
し
い
友
心
は
い
つ
ま
で
も
青
春

盛
り
上
が
っ
た
喜
寿
の
同
窓
会

民間車検工場
一日車検OK、クレーン作業

芹　川　範　博 （S46年卒）
㈲河内車輌整備

〒879-0611 豊後高田市森５４８番地
TEL0978-24-3179  FAX0978-24-3198
E-mail：kawauti-serikawa@crux.ocn.ne.jp
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豊後高田市からのお願い豊後高田市からのお願いふるさとへの応援をお願いします !ふるさとへの応援をお願いします !

免許番号：大分県知事（７）第2011号

代表取締役  小 門   佳士郎 （H3年卒）

住所：大分県豊後高田市金谷町1185番地
電話：0978-24-1191　FAX：0978-24-2567
ホームページ：http://www.kahoukousan.com

有限会社 加宝興産
建設コンサルタント　測量　地質調査

代表取締役　奥田 淳二  （昭和 62年３月卒）

大分県豊後高田市払田 113番地

TEL0978-22-0989  FAX0978-22-3772

株式会社オクパックＯＯＫＫＵＵＤＤＡＡ
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●
渡
辺
文
徳
様
（
８
期
生
）
よ
り
、
青

鷹
寮
運
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

万
円
の
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

●
高
田
高
校
同
窓
会
報
に
協
賛
広
告
を

出
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
の
お
礼

寄
附
の
お
礼

青鷹寮青鷹寮入寮者募集中!
見学・体験随時受付中●学校まで徒歩5分

部活動も勉強も存分に楽しめる

●皆んなで食べる食事はウマい!
炊きたてご飯とバランス良い栄養管理

●保護者・学校との万全の連絡体制
突然の病気やケガの時も管理人が安心サポート

お問い合わせ先／青鷹寮運営委員会
TEL0978-53-4027  ㈲宗印刷所　TEL0978-22-3145  高田高校

けやき通りSS  プロパン部

クリクラ高田

株式会社 豊   和
〒879-0617  大分県豊後高田市高田2287番地1

TEL （0978）22－2207

代表取締役 為 成 玄一郎 （昭和62年3月卒）

　４月１１日、入学式を終えたその日の午後、青
鷹寮では新入寮生とその保護者が一堂に揃い入寮
式が行われました。
　今年の入寮生は柔道部５人、卓球部１人、野球
部１人の合計７人です。寮長の伊藤君が歓迎の言
葉で迎え、７人の入寮生は新たな高校生活への決
意を述べました。２年生２人に加え、青鷹寮生は
総勢９人となりました。
　青鷹寮生９名の内訳は
　・野球部　　　２名
　・ラグビー部　１名
　・柔道部　　　５名
　・卓球部　　　１名

　２月より野間さん、山澄さん２人の管理人さん
を迎え、福濱さん、池ノ上さんの４人体制で新年
度に備えました。毎日１升３合のご飯を炊き、朝
食や日曜日の食事の調理をし、食べ盛りの９人の
生活を支えるのはとても大変です。それだけでは
ありません。持ち物の片づけや洗濯室の使い方な
ど、共同生活に必要なルールを根気よく指導して
いくことも大切です。つい数か月前まで中学生だっ
た寮生達と毎日が闘いです。４人の管理人さんは
青鷹寮を支える最大の功労者です。
　もし、夕方、新屋敷周辺へお越しの際は、ぜひ
青鷹寮を覗いてみてください。管理人さんと元気
な寮生達へぜひ声をかけてやってください。

高田高校青鷹寮高田高校青鷹寮
管理人さん管理人さん
募集中!!募集中!!

【お問い合わせ先】
青鷹寮運営委員会
TEL0978-53-4027  ㈲宗印刷所
TEL0978-22-3145  高田高校

新入寮生７人を迎えて青鷹寮
だより 水 口　忠 樹

入
寮
式
の
様
子

決意発表をする山根吟太君

各種自動車部品・工具・リベットリビルト
油圧ホース製作、修理・タイヤ販売

代表取締役　都　甲　崇　広

本社／豊後高田市新地1842番地1
宇佐営業所／宇佐市東大堀
中津営業所／中津市下池永

☎0978-22-2580
☎0978-34-7117㈹
☎0979-24-2832㈹

有限会社 都 甲 産 業

高田高等学校 事務長
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京極歯科医院
院　長　京 極  順 二

豊後高田市高田2833番地の21
TEL 0978-24-3232

　平成２９年４月に主幹教諭として高田高校に赴任
しました。昭和６２年に卒業してめぐりめぐってよ
うやく母校に参りました。まだ半年しか経過してい
ませんが、豊後高田市や保護者、同窓会の多くの方々
のお力に支えられている学校であることを痛感して
います。ご支援ありがとうございます。
　さて、高校生の頃を思い返しますとすでに 25 年
以上が経過しています。それでも赴任してまず思っ
たのは、自分が高校生であったころと大きく雰囲気
が変わっていないということです。校舎もほぼ変わ
らず、自分が眺めた同じ光景を今もなお見ることが
できます。校舎から体育館までの長い一本道、双子
山の山並み、時代が移っても変わっていません。し
かし、変わってしまったものもあります。たとえば、
１年生の夏休みまでは丸坊主だったこと、帽子をか
ぶって登校していたこと、夏の暑い中、汗をかきな
がら補習を受けたこと、ＳＰという課外授業があっ
たこと、マラソン大会が年２回（春と秋）あったこと、
体育大会はなかったこと、冬に早朝に走っていたこ
と、旧武道場等々。様々なことが変化してもまだ高
田高校の卒業生だと実感させられたのは、校歌のイ
ントロを聴くと 20 年以上歌っていなかったのにも
かかわらず、歌詞がすらすらと出てくることです。
不思議なもので、自分の中にしっかりと根付いてい
ました。私が、やはり豊後高田市民であり、高田高
校卒業生なのだと改めて感じた出来事がありまし
た。それは、在京高田高校同窓会総会に参加したと
きのことでした。６月 11 日、東京都千代田区にあ
る「如水会館」で行われました。本校から永松同窓
会会長、在永 PTA 会長、林校長と私の４名で参加
しました。総会には約 200 名近くの関東在住の同
窓会会員が一堂に会しました。「第～回生」という

数多くの円卓が会場を埋めていました。これを見る
だけでも優秀な人材を輩出してきた高田高校の伝統
を感じました。同窓会長、校長、東京同窓会長の挨拶、
そして現在の豊後高田市の取組の発表や桜井響子さ
んのアトラクションなどが行われました。
　私は、そこで行われた「草地踊り」が印象に残り
ました。大都会東京の中で行われた、あの盆踊りの
口説きを聞きながら、なぜかほんわかした気持ちに
なったからです。今年入会したばかりの同窓生から
大先輩の同窓生までが一つの輪になり踊る、この一
体感。この光景をみていると世代間ギャップなどと
いうことは一切感じられませんでした。故郷のＤＮ
Ａが確かに感じられました。教科書の知識なら何十
年前の知識なら残っていないはずです。何十年と時
間が過ぎれば忘れていてもおかしくないのに、この
「踊り」は残っている。何らかの理由で故郷を離れ
ても、この「踊り」で故郷高田に帰っていると思い
ました。もちろん、最後の「校歌」大合唱も「高田高校」
を中心としてつながっていることを思いました。肩
を組み、校歌を歌う、この空間に高田高校にそれぞ
れが戻っていると思いました。日常生活ではすっか
り忘れていても、校歌のイントロを聴くだけで歌詞
が浮かんでくる、そして高校生だった、あの頃の風
景が思い出されている、そんな気がしました。
　最後に、「同窓」という言葉はいい言葉だと思い
ます。本当に同じ風景を眺めていたということです
から。現在「絆」「つながり」という言葉がもては
やされています。現実がそうでないからということ
も考えられますが、「同窓会」にはそれがあると思
います。帰るところがある安心感。今回の経験でそ
れを感じました。

コラム「自分の中に根付いたもの」
高田高校主幹教諭 清 末　雅 晴

地域企業をサポートする物流のプロ集団

高田通運株式会社

一 般 貨 物 運 送 事 業
通 運 事 業
産業廃棄物の収集運搬事業

土 木 工 事 業
ク レ ー ン 工 事 事 業
一般廃棄物処理請負事業

豊後高田市新栄1379-6  TEL:0978-22-2485

代表取締役  松  村　政  樹
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財前緑明園

造　園　業

〒879-0613 大分県豊後高田市小田原166番地1

TEL（0978）22-4129  FAX（0978）22-4152

　今年、高田高校赴任５年目を迎え更に高田高校の
発展に貢献していきたいと考えています。
　私は平成２年に本校を卒業しましたが、我々の時
代は第２次ベビーブームの頂点期で、近隣の各中学
校の生徒数も非常に多い時代でした。それ以前の諸
先輩方も同じだと思いますが当時の高田高校は、教
員も地元の先生が多く「県北の雄」として活気に満
ちていたと思います。
　月日は流れ商業科がなくなり、普通科のなかに４
つのコースを開設し生徒のニーズになるべくあった
進路選択ができるように教員、生徒一同日々努力し
ています。しかしながら、毎年4クラス160名の受
験者確保が豊後高田市だけの中学生数では難しい現
状になっています。入学してもらえれば本校の良さ
が分かってもらえる自信はありますが、交通の便な

どで他市からの受験者が少ない状況です。そのなか
で、本校同窓会が豊後高田市と提携して「青鷹寮」
を開寮し、受験者数確保のために尽力して頂いてい
ます。私も卒業生として微力ながらできることを
やっていこうと考えています。
　現在ラグビー部の顧問をさせてもらい、今年度は
部員数40名になりました。赴任当初は10名程度し
かおらず、存続も危ぶまれる状況でしたが、学校や
OB、保護者の皆さんのおかげでここまで回復する
ことができました。
今はまだ、県内でも経験者の多い学校にはなかなか
勝つことができませんが、日本開催のワールドカッ
プを目前にラグビー全体の人気回復を図ると共に、
高田高校のラグビー部が県下でも認められ、他市か
ら高田高校でラグビーがしたいと思われるような
チームに成長させたいと考えます。それにより「青
鷹寮」を盛り上げ、ひいては高田高校を盛り上げる
ことができればと考えます。
　今後ともご指導ご鞭撻宜しくお願い申し上げま
す。

５年目を迎えて

高田高校教諭

今冨　貴徳

　35期生の佐藤忠夫と申します。平成11年度から
18年度までの８年間、高田高校で勤務していました。
10年ぶりに母校に戻ることができてうれしく思って
います。
　１度目の勤務の時には５年間同窓会の事務局長を
務めました。その際に、関東や関西の支部同窓会に
参加させてもらいましたが、県外にいる同窓生の皆
さんのふるさとに対する思いを肌で感じることがで
きました。地元に住んでいると、あまり母校やふる
さとに対する思いもわきにくいように思いますが、

同窓会の仕事をした経験が私自身に地元に住んでい
ながら母校やふるさとに対する思いを強くさせてい
るのだと思います。　　
　また、高田高校を離れて別の高校に勤務している
間に、高校卒業30周年を記念して同窓会を開いたり、
県外にいる同級生を中心にして、毎年８月18日に行
われている豊後高田市観光盆踊り大会に、「青鷹
50`s」のチーム名で参加したりしている（今年で３
年連続の参加）ことなども、母校やふるさとに対す
る思いを私に持たせてくれているのだと思います。
　この思いを大切にし、母校での２度目の同窓教員
としての役割を果たしていきたいと考えています。
また、学校の同窓会担当として本部同窓会とともに
同窓会活動を盛り上げていきたいと思います。今後
ともよろしくお願いいたします。

一同窓生として

高田高校教諭

（35期生）

（42期生）

佐藤　忠夫

有限会社

大分県豊後高田市本町468番地2
TEL0978-24-2434/FAX24-2433

〒879-0624

父子三代やすらぎを求めて
日本石材産業・お墓のディレクター認定者

〔石材部〕東本石材
〔料理部〕紅葉館

•墓石設計・施工
•墓石クリーニング
•墓仕舞工

コラム

コラム
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HOTEL SEISHO

大分県豊後高田市玉津1514-1  TEL（0978）24-1611  FAX（0978）24-1615

ホテル 清 照

永岡物産 株式会社 日本 観 光 旅 館 連 盟 会 員
国 東 半 島 観 光 旅 館

〒879-0606   豊 後 高 田 市 桂 川 畔
TEL 0978－22－2053

有限
会社

   

高田高校だより

1 年生地域学（総合的な学習の時間）

高高躍進プロジェクト開催！高高躍進プロジェクト開催！
豊後高田市と創る高高躍進プロジェクト 

定員以上の入学志願者の確保

＜具体的な取組の様子＞

豊後高田市の定住人口増加

平成29年度目標　○平成30年度入試志願者160名以上　○高高オープンスクール参加200名以上

学力向上

〈小・中学校との連携強化〉
 ○中高を通じた英語力向上指導の具体化
 　中高の学習到達目標を明確化
 ○中高連携推進事業（５教科）
〈進路達成力向上〉
  ○各コースに応じた進路シラバスの作成
  ○小論文指導研修会
  ○学びの21世紀塾（寺子屋学習サポーター）
  ○インターンシップ、総合的な学習の時間の充実
〈学力向上〉
  ○予備校講師による「特別講座」
  ○３年生「勉強合宿」最難関OB・OGチューター
〈授業力向上〉
  ○指導主事招聘研究授業（全教科）
  ○授業改善スクールプラン・マイプラン

〈豊後高田市移住促進事業と連携〉
　○「田舎暮らし体験プログラム」での
　　「高田高校説明会」（年2回）
〈特色ある部活動の強化〉
　○高高カヌーフェス（8/27）
　○高高ラグビーフェス（10月）
〈遠隔地からの入学生発掘〉
　○「青鷹寮」宿泊体験
〈中学生へのアピール強化〉
　○母校訪問・高校説明会
　○青鷹杯・青雲杯・桂川杯
〈広報活動の強化と拡大〉
　○青鷹チャンネルのフル活用
　○広報紙「青鷹の夢」・ＨＰ強化
　○ケーブルテレビ・市報の利用

学べ青鷹！高高メソッド刷新
学力プラスワン
来たれ未来の青鷹！高高アクション開発

持
続
可
能
な
ア
ク
シ
ョ
ン

持
続
可
能
な
メ
ソ
ッ
ド

大
学
・
地
元
企
業
と
連
携

市
教
委
・
小
中
学
校
と
連
携

学
び
の
21
世
紀
塾
事
業
と
連
携

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ

同
窓
会
・
Ｏ
Ｂ
会
と
の
連
携

市
の
移
住
促
進
策
と
連
携

選
ば
れ
る
高
田
高
校

ー 学校から地方を創生する ー
たかこう

中高推進連携授業（理科） ラグビーフェスティバル（10/8）

カヌーフェスティバル（8/28） 3 年生勉強合宿（8/1 ～ 8/3） 青鷹寮宿泊体験（8/27）

インターンシップ開会式（7/21） オープンスクール（9/18）

高田高校ホームページ
※常時更新しています。ご覧下さい。
　（http://kou.oita-ed.jp/takada/）
      【高田高校ホームページのQRｺｰﾄﾞはこちら】

昨年に引き続き、本校では大分県教育委員会の「地域の高校活性化支援事業」による、「豊後高田市と創る高高躍進プロジェクト」を
推進しています。本年度も様々なイベントが盛大に実施され、多くの方々にご協力や参加をいただきました。

全国
へ
発信
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書
道
部

　
　
　
　

　

私
た
ち
書
道
部
は
、
部
員
５
人
で

火
曜
と
金
曜
の
週
２
回
活
動
し
て
い

ま
す
。
顧
問
で
あ
る
園
田
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
大
会
へ
の
練
習
や
、

文
化
祭
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、
歓

迎
遠
足
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
書
道
を
通
し

て
、
作
品
を
見
た
人
に
感
動
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
日
々
練
習
に
精
進

し
、
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

吹
奏
楽
部

　
　
　

　

私
た
ち
は
２
年
生
９
人
、
１
年
生

13
人
で
、
顧
問
の
板
井
重
樹
先
生
の

も
と
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
は
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
た
く
さ
ん
出
演
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
な
か
で
、

来
て
頂
い
た
お
客
様
に
元
気
や
笑
顔

を
、
自
分
た
ち
の
音
楽
を
通
し
て
届

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
３

月
に
は
定
期
演
奏
会
が
あ
る
の
で
、

是
非
お
越
し
下
さ
い
。

 

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
今
冨
先
生
と
宮
﨑

先
生
の
指
導
の
も
と
、
日
々
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在
ラ
グ
ビ
ー

部
の
目
標
は
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に

入
る
こ
と
で
す
。
そ
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
苦
し
い
練
習
に
耐
え
て

い
ま
す
。
現
在
部
員
数
は
、
３
年
生

11
人
、
２
年
生
13
人
、
１
年
生
12
人
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
３
人
で
す
。
高
校
か

ら
始
め
た
生
徒
が
多
く
こ
れ
か
ら
の

チ
ー
ム
で
す
が
、
是
非
応
援
に
来
て

下
さ
い
。

 

テ
ニ
ス
部

　

私
た
ち
高
田
高
校
テ
ニ
ス
部
は
、

秋
吉
先
生
、
古
本
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
部
員
数
は
男
子
が
２

年
生
５
人
、
１
年
生
２
人
、
女
子
が

２
年
生
１
人
、
１
年
生
２
人
と
少
な

い
人
数
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き

な
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
新
人
戦
で
は
男
子
ベ
ス
ト
８
、

女
子
は
３
ポ
イ
ン
ト
制
優
勝
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 
柔
道
部

　

柔
道
部
は
、
２
年
生
８
人
、
１
年

生
10
人
で
、
田
川
先
生
、
後
田
先
生

の
指
導
の
も
と
日
々
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
練
習
時
間
は
長
く

取
れ
ま
せ
ん
が
、
短
い
練
習
時
間
の

な
か
で
内
容
の
濃
い
練
習
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
柔
道
が
で
き
る
こ
と

を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
保
護
者
の

方
や
先
生
方
、
地
域
の
方
々
に
感
謝

し
て
、
日
本
一
を
目
指
し
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

野
球
部

　

野
球
部
は
田
中
先
生
、
安
倍
先
生
、

佐
々
木
先
生
の
指
導
の
も
と
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
平
日
は
約

２
時
間
30
分
と
短
い
練
習
時
間
で
す

が
、
少
な
い
時
間
を
有
効
に
使
い
、

質
の
高
い
練
習
に
な
る
よ
う
声
を
出

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
１
人
１
人
が

各
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
目
標
を
持
ち
、

で
き
な
い
こ
と
は
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
高
め
合
っ
て
い
ま
す
。
甲
子

園
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
、
す
べ
て
の
高
田
高
校
の
部

活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

本
校
生
徒
だ
よ
り

本
校
生
徒
だ
よ
り
部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

部長　山田　瑞希
（２年１組）

主将　出口　桜大
（２年３組）

主将　東　　紀文
（２年１組）

主将　光門　　颯
（２年３組）

主将　上原　翔希
（２年３組）

部長　井ノ口 みずき
（２年１組）

院 長  瀬口　忠一（昭和44年卒）

〒879-0606  大分県豊後高田市玉津1316-1
TEL 0978-23-0066
FAX 0978-23-0067

せぐち内科
洗タッキーカワハラ

〒872-1105 大分県豊後高田市西真玉1733-1

TEL0978-53-4140

川　原　豊　弘（平成6年卒）

しみ諦めていませんか?
ご家庭の洗濯で落としきれなかった衣類はありませんか？

当店へ是非一度ご相談ください。
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■過去3年間の進路状況

所
管
外
　

89

67

106

9

19

10

就
職  

公
務
員

25

39

22

40

29

27

国
公
立

（
卒
含
む
）

4年制大学

0

0

0

私
立
大

所
管
外
　

国
公
立

私
　
立

3

0

4

短期大学

7

2

4

21

14

18

看
護
・

医
療
系

専門学校

23

32

17

そ
の
他

卒業年

平成27年

平成28年

平成29年

【平成29年度大分県高等学校総合体育大会】
■陸上部
　○女子走高跳（優勝）　北九州大会出場
■空手道部
　○男子・女子個人組手（２位、３位）　全九州高等学校体育大会出場
　○女子個人組手　全国高等学校総合体育大会出場
■カヌー部
　○男子団体（優勝）・個人（全種目優勝）
　全九州高等学校体育大会・全国高等学校総合体育大会出場
　種目（カヤックシングル・カナディアンシングル・カヤックペア・
　カナディアンペア・カヤックフォア・カナディアンフォア）
■柔道部
　○男子60㎏級・66㎏級２位　九州大会出場
■水泳　　
　○男子100ｍ（２位）、男子200ｍ平泳ぎ（優勝）　九州大会出場
【平成28年度全九州高等学校体育大会】
■陸上部
　○女子走高跳、女子４×400ｍリレー　出場
■柔道部
　○男子66kg級５位
■空手道部
　○男子団体組手、男子個人組手　出場
　○女子団体組手ベスト８、女子個人組手２名　出場
■カヌー部
　○カヤックペア優勝、カヤックフォア優勝、
　カナディアンフォア３位、男子総合３位
【平成28年度第98回全国高等学校野球選手権大分大会】
　１回戦　高田　8-11　大分西
【平成28年度全国高等学校総合体育大会】
■空手道部
　○男子個人組手　出場
■カヌー部
　○出場
【平成28年度大分県高等学校新人大会】
■陸上部
　○男子円盤投２位（九州大会出場）、男子800ｍ５位、
　　男子1500ｍ５位
　○女子走高跳４位
■カヌー部
　○男子総合優勝
　○K1優勝、K2優勝、C1優勝、C2優勝
■空手道部
　○女子団体組手３位、女子団体形３位、女子個人組手 準優勝、3位
　○男子団体組手３位　
　平成28年度第36回全九州高等学校新人大会兼第36回
【平成28年度九州高等学校新人大会】
■陸上部
　○男子円盤投 出場
■カヌー部
　○男子総合優勝 
　○カヤックシングル３位、カヤックペア優勝、
　　カナディアンシングル３位・４位、
　　カナディアンペア２位  
　○女子カナディアンシングル３位
■空手道部
　○男子団体組手、男子団体形、男子個人組手 出場
　○女子団体組手、女子団体形、女子個人組手２名 出場
　　２回戦敗退
【平成28年度全国高等学校選抜大会】
■空手道部
　○男子団体組手 出場　　
　○女子個人組手 出場 （高田高校学校案内より）

■過去3年間の主な進学・就職先
〈国公立大学〉
筑波大学、東京学芸大学、静岡大学、京都大学、岡山大学、山口大学、
高知大学、九州大学、九州工業大学、福岡教育大学、長崎大学、熊
本大学、大分大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学、福知山公立大学、
兵庫県立大学、神戸市立外国語大学、岡山県立大学、下関市立大学、
北九州市立大学、大分県立看護科学大学、宮崎県立看護大学
〈私立大学〉
青山学院大学、成蹊大学、東京理科大学、明治大学、東洋大学、早
稲田大学、龍谷大学、奈良大学、関西大学、関西学院大学、神戸女
子大学、九州産業大学、西南学院大学、西南女学院大学、筑紫女学
園大学、中村学園大学、福岡大学、福岡工業大学、福岡女学院大学、
活水女子大学、、長崎外国語大学、熊本学園大学、熊本保健科学大学、
別府大学、日本文理大学
〈短期大学〉
大分県立芸術文化短大、大分県立工科短大、中村学園大学短大部、
福岡女子短大、東九州短大、別府溝部学園短大
〈専門学校〉
専門学校 麻生看護大学校、小倉南看護専門学校、福岡水巻看護助産
学校、小倉リハビリテーション学院、大分リハビリテーション専門
学校、大村美容ファッション専門学校、大分経理専門学校
〈就職〉
㈱日鉄住金物流八幡株式会社、㈱マルキョウ、㈱リョーユーパン、
（医）うえお乳腺外科、㈱豊和銀行、つるみ観光㈱ホテル白菊、杉乃
井ホテル＆リゾート㈱、ＴＯＴＯサニテクノ㈱、ダイハツ九州㈱、
㈱九州フセラシ、㈱ＣＫＫ、日本郵便㈱九州支社、ムラテックメカ
トロニクス㈱大分工場、㈱住理工九州、㈱住理工大分、佐々木食品
工業㈱

【平成28年度の主な活動】
■放送部
　○NHK杯全国放送コンテスト大分県大会出場
　○九州高校放送コンテスト大分県大会出場
■美術部
　○高文連スケッチ大会
　○高山辰雄賞ジュニア美術展
　○高文連美術中央展出品
■書道部
　○九州高文連書道展、高野山競書大会出品
■吹奏楽部
　○大分県吹奏楽コンクール銀賞
　○大分県高等学校ブラスカーニバル銀賞

運動部の主な実績運動部の主な実績高田高校進路実績高田高校進路実績

文化部の主な実績文化部の主な実績



◎収入の部

平成29年度高田高校同窓会予算書

◎支出の部

科　　目

繰　越　金

入　会　金

卒業生年会費

一般年会費

寄　付　金

総　会　費

雑　収　入

補　助　金

合　計　額

科　　目

総　会　費

会　議　費

参　加　費

旅　　　費

慶　弔　費

印刷物発行費

通　信　費

消 耗 品 費

助　成　金

奨　学　金

職員手当

雑　　　費

予　備　費

合　計　額

前年度予算額 本年度予算額 前年度予算増減 備　　　　考

前年度予算額 本年度予算額 前年度予算増減 備　　　　考

779 , 9 38

471 , 0 00

135 , 0 00

1 , 5 00 , 0 00

50 , 0 00

400 , 0 00

320 , 0 62

2 , 0 00 , 0 00

5 , 6 56 , 0 00

366 , 8 86

480 , 0 00

156 , 0 00

1 , 7 00 , 0 00

50 , 0 00

630 , 0 00

360 , 1 14

2 , 0 00 , 0 00

5 , 7 43 , 0 00

　△413 , 0 52
9 , 0 00

21 , 0 00

200 , 0 00

230 , 0 00

40 , 0 52

新入生160人×3,000円

新３年生156人×1,000円

会報広告20,000円×18枠

豊後高田市より

会費 男5,000円×110、女4,000円×20

6 00 , 0 00

200 , 0 00

80 , 0 00

400 , 0 00

240 , 0 00

700 , 0 00

190 , 0 00

20 , 0 00

2 , 7 50 , 0 00

120 , 0 00

120 , 0 00

36 , 0 00

200 , 0 00

5 , 6 56 , 0 00

900 , 0 00

220 , 0 00

80 , 0 000

480 , 0 00

250 , 0 00

750 , 0 00

150 , 0 00

20 , 0 00

1 , 5 00 , 0 00

0

120 , 0 00

23 , 0 00

1 , 2 50 , 0 00

5 , 7 43 , 0 00

300 , 0 00

20 , 0 00

0

80 , 0 00

10 , 0 00

50 , 0 00

△40 , 0 00

0

△1 , 2 50 , 0 00

△120 , 0 00

0

△13 , 0 00

1 , 0 50 , 0 00

会場費、懇親会費用など

関東、関西同窓会への参加

関東、関西同窓会への参加

役員会、委員会

祝儀、香典、講師お礼など

会報発行・封入作業など

NTT、OCN、官製はがきなど

青鷹寮・学校パンフ・青鷹の夢など

用紙など

10,000円×12

ホームページ管理など

　
今
年
も
モ
ー
ナ
あ
ち
ー
夏
に

な
っ
た
。
７
月
30
日
に
日
田
市
で

38
・
１
℃
と
な
り
今
年
の
全
国
最

高
気
温
を
記
録
し
た
。
８
月
に

な
っ
て
他
の
地
域
が
さ
ら
に
更

新
。
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
で
も

熱
く
燃
え
た
。
大
分
県
代
表
明
豊

高
校
が
県
勢
で
は
６
年
ぶ
り
に
初

戦
を
突
破
し
て
ベ
ス
ト
８
に
進
ん

だ
。
天
理
高
校
と
の
対
戦
で
９
回

裏
に
三
好
君
が
大
会
史
上
初
と
な

る
代
打
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ

た
。
み
ん
な
が
熱
く
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
、
も
う
一
つ
の

甲
子
園
大
会
も
熱
く
な
っ
て
い

た
。
母
校
の
「
そ
ば
打
ち
同
好
会
」

の
生
徒
６
人
が
８
月
21
日
（
月
）

に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
第
７
回
全

国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権
大

会
」（
そ
ば
打
ち
甲
子
園
）
に
初

出
場
し
た
。
大
会
に
備
え
、
放
課

後
市
内
の
そ
ば
道
場
で
腕
を
磨

き
、
団
体
戦
と
個
人
戦
に
挑
ん
だ
。

今
回
は
奮
闘
及
ば
ず
惜
し
く
も
３

位
以
内
の
入
賞
を
逃
し
た
。
次
は

粘
り
強
く
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
で
優
勝
の
栄
冠
を
つ
か
み
、
私

た
ち
を
熱
く
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
安
藤
博
昭
（
昭
和
46
年
卒
）

AOTAKA
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〒879-0617　大分県豊後高田市平和通り
TEL 0978-24-3295　FAX 0978-24-3295

㈲花 れ ん

FLOWER SHOP

編
集
後
記

編
集
後
記

ながまつ内科・小児科クリニック

医学博士 （H2年卒）

・消化器内科
・小児科（夜間救急対応）
・一般内科、老年内科
　（認知症、動脈硬化）

・早朝胃カメラ対応
（前日までに電話予約要）
・日帰り大腸ポリープ切除
・訪問診療、往診（応相談）

Nagamatsu Hideyasu
永松　秀康


